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職伽行派における四神足に関する一考察

-r中ill.71刑制第W章を中心に一

北山祐誓

O.はじめに

インド初期聡011府派に属する文識である 『中辺分別論lω必dJ1)白畑掛布α州拘l1):MAVφ仏:VBh)，
以下 『中遇制)第rvi;i r対治修習品J(Pmti同神同四恥討叫伎la)では、「対冶修習」、 「鮒剖彦習の
分(:iL.J、「果の挫{尋」という修習に|到する三項目が全 18偶をもって説か払三十七菩提分法lを初

めとする糊H而恨の伝絢~I':J修趨命が展開されていく。

周知のように、三十七割是分法は、初期仏教以来受け継がれ修されてきた修行項目であるので、

昔官のみならす清11'rI'犯此も修するものであって、大乗に特有の修行方法ではない。三十七菩提

分法という{舵念は、パーリ ・ニカーヤの段階から存在していたものではなく、部派で形成された

ものとされている20f!合伽行派の諸文献にも広範に解説が為さ払ブ諜菩商議の体系に組み込ま

れている3。それらは、 通~tt~.四念処 (ωI耐SIn!1YU凶Iãr訟ni) 、 l凹1週!liDiVJG切α凶I喝吻由n川閣m判判g釦m町町n町町1η1ya仰a

(ca同ω副1由伽1耐州11牌陣凶ω1))、五似(問iica耐 YdJ:li)、五カ(pa1ca凶ani)、七菩勝士匂仰凶hyrui酔li)、八型

1 rl中i2Li1制におし、て、矧台修習とは、すなわち計七翻扮法を修習することであると言われる。
MAVBh Na501-31辺91-3.
附 iJXl匂lbhavana加 D1ijX旬めhavar溢獄泊lil]lvaktavya / 

知倒閣とは、 [三+-tJ菩防士 [剖の修習であり、そのことが今から掛札るべきである。
2 r三ー|七道t則という訟は、阿合においては『培イ町合J(九551a4ac.)に見られる。α問中 [1993:274，
n. 1]; I捌 t[1969:48ふ 12J.また、三十七割出士法の成立過程に関しては、野藤 [2∞ηに5欄lにまとめられて
いる。

3これまで三村二菩倍増に関する研究は数多く知られるが、初期・部派イ撒におけるものが中心であり (C(

矧事 [2∞7:76， n. 3] )、ぬ伽而:/i'(における三十時与扮法の研究は管見の限りではそれほど多くない (篠田
[1966a，b]判明[l975a，b]、相内 [2仰 l、J:i:![2013]等)。多くが二乗とは異なった菩輯蓋としての三十七答縫

分法修習方法に注目油喋中しており、諸経論との此液検討カ鳴されている。その際、三十七菩抱惜の中心と

言われる四令北の角結党はしばしは取り上げられ渇祭されている。しかしながら、三十七菩長扮法各項目 (特に

四国/)以下〕の;鞠11な検討はされていない。

また、 「河if仙と同隊に陥OJIII加l民制本脳士に属する「蓄弾迎J(刷版m叫 llimi:BBh)では、三イ士菩

Ifeチ〉法一々の説明はなく、それらは 「問lf1l山の記述に譲る、としている (αBBhD17614-177 J， BBh W 259.7-
15)。
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道分(3.5Ia捌州岬Ji説ni)を数え、悟りに至るための助法(刷hipa凶)をいう。

そのうち、四神足とは一般的に四つの神通 ・神変の基礎という意1!未であり、宮武/欲 (dlllI1da). 

f部邑/勤 (吋明)・心 (ciua)・観終/観(mimiin凶)という四つによって、三味を得ることができ、

それが種々の神通の基礎となり、拠り所となることである。聡伽行派において、この四神足とい

う一種の修行・項目に八断行(矧apmhfu).1SlIlllSkam)というものがしばしば導入さ払関車付けて論じ

られている。八断行とは、(1)意欲 (clk1J由)、 (2)動力(ポ向田)、 (3)信(的ddI語)、(の 軽安

い羽由lllllya)、(5)憶念 (sm凶)、 (6).iBil (剖]1附 any司)、 (η 思惟(回踊)、 (8)捨 (u凶φ)の八

つを数える九この/¥1折行に関する先filJf究は少ないが、長尾p∞9]によれば、まず、八断行は
有官sの論型?である『法組足f制に見られるとする5。その後、主として聡伽行派において論じら才k

m伽!日脚色湘 (1々がゆゆIUImi:YBh) r剤投仙 G5ra¥抑制川i:SBh)を初めとして、 f中遇制、 『大
采荘!脳連諭JGHahaya刷 ulralal/lkam:MSA，以下町1IiI1i*1:.'i1制)を中心に見られるとする6。さらに、そ

れら論世の先駆的経典が、長阿合の 町持陀沙忠霊jであると示唆している7。しかし、そこではこれ

ら諸高官命を列挙しているのみで、前湘!な文言の比較検討は行われていない。

したがって、本航では、山村l足の解説において八断行が導入されている、聡伽行派の諸文献を

4 独立した 「八断行j というt'~Hは Mvy等にも見られない。

5しかしながら、 ri:MiJ，6iliil1には i)噺行Jという語そのものは見出されないcr出鋭剃における四例I足
の解説については、 l到'1"[1993: 235.8-240.3] 割札この諮はアピダJレマ文搬においては、 わl賀正葱~I市首 に見ら

れる。

6この他にも、印脱出抑制約1.488c1 4-48'仇辺)や『大接阿毘適者指制ωbhidh仰 I制附Cα明・AS，以下限
湘)及び『ブ謝河毘迎斡{側(IiiJωbltidltam仰川uα"t1)l1bha)J口ASBh，以下町開制)などにも説かれている。
7 Digl.回-Nikfl)口18Ja.

Idllll bho bh砧huch;uxl<削耐hi魁出盛盟主主盈四四maψ凶]1 iddl1ipadarJ1 bhaveti，市戸舗madl1i…
Clltas;百nadhi.、有111iUl1必喧U1叫 1ipadl¥fU1!幽]lkhfu岨 m泊11温glUru11iddlu同似I11bl温.vetJ.

友らよ、ここに比自立、欲による定と勤行をそなえた和11足剖}多習します。粉進による定とjjVfn"をそなえ

た村l足を修習します。心による定と勤行をそなえた神足を修習します。観祭による定と勤行をそなえた

'Il11/~を修習します。

制陀沙車引 TI，36a8--11.

IT能分労IJ謝!!JTII足。何明'胤 ー:者私JE減tT成制民m弘二者約j隼定滅行脚北修習相11.足。三者定費減
行脚却炉~Ì'II)i1凶者!剖{健減行成洲タ酔11足。

Diglta-Ni.崎'O-Allh抑 lIa267.7-25.
“Viriy<路川氏Ulir淑目前nasruikl泊目以削1!U1煽伊凶l"tid明kkl1!l111U]1viri戸m匁iltaq1.hllUlll plUlmru]1錨nadl1iveseS<1JlaJ]1，
viri凶dhi戸出総madhiviriy<桜町泳H刈，d凶y..u]1s，lJ1llll1n誕界m'ruigpωs飢ru11.臥IC)'仇I;lhi sabbat加 盟man凶glUn'
a弘前li，samfldhi 1淑Uk'in:明 白M渇roca. CtuU1d' i油lyohi sru1喝品川崎anfu1i，c凪d語nasruikl温ropana padllIInava偲nen'
eva VISCSIω， na CIlll瓜l'fuffi1iti na icUlll viriy叫 1明rila戸凶頑Illlsruikl沿mssaV1nta hoti. Vuiy<n目αsrunadl1i1]1吋seset喝。1i凶11CVll，細川 1煽拶m'ruigpVl聞IIIpana padhana泊k凶 百四切畑1品川凶白1匂id刊1iviriychi副首nna伊110V1!l10
hoti. yi悶napana c1k1nd' al侃ivisi¥P10 srunfidJ甘，凶lIIvisi¥p1en'cva ca I.eIlll srunpayull日開h副総aJild曲。，路 必hruruna
ca; 11lSlllII sruniidhiVIS(ぉ凶則111 Vお側伺1由。 iddl1刷da VUlta，吋sesanabhavo ca chand'永E岨 n
凶11凶1k1va割削'幽navasclk1hαniclk1J1C凶unadl】i...pc... iddlu陣加1ti etUlll nissay'川lCp叩創ぉalxIeupay'arulena
d凶ぜ組問]11制 11凶岨V111tahαi.len' cva hi abhidlJaI11日leUl刷 cu!ab何ill1lye
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取り上げその解釈の栂主について検討を試みる。中でも、 『中辺2制が八附子によって断じる対

象として、五過失 (JXlf凶叩)という概念を導入している点に着目し、 『中辺論』独自の四神足解

釈について考察する8。

1.八蹄市による四神足解釈

1.1 崎雌制蝋Ji:声開地j

「声IIF馳Jr第二聡曲l拠(プドガラ)J9における三+t苦』扮法の解説の中で、四村1足の説明は
以下の通りである。

ここに、四つの三味10(g捌I足)がある。それは欲三昧・WJ三l昧・心ヨiま・観ヨ味である。このうち、

意欲に基づいて得られる三腕訪敬三味である。勤・心・観に基仇、て得られる三味が、[それぞれ劾三味

心ヨ床・]観三昧である。まず、ただ意欲のみを起こした湯合に、意欲を生じた者は、その顕著の諸

法を、自性ミ原因、過失、対治という点から、まさに正しく思案し、 一境の念を起こす。このようにし

て、諸普法を自性ミ因由、手IJ徒、仕雌という点から、正しく思索し、ー境の念を留める。それを数多く

行うので、繊の現行することを述ざける方法によって、 一期金に角1!れる。けれども来日明者法の随民

同川均百)を根絶することはない。これもまた意欲による [ヨ同と言われ7.，11・..(中田高)山そのように

!I[I突に行じた者には J¥J続行がある。かの者には陥眠剖滋色するために、また三妹を円満するために、

それら[j¥J析行]が起こる。すなわち、(1)意欲とは、 「いつか私は三l沫をR賠Eしよう、そして慈不善の

諸法の随i民を断じようJ[と恕うことである]0(2)効力とは、l'付合間習に|測して加行を借てないことであ

8 j¥f稲 [1976:323-324)は、この 『中illf.食j第IVi:'iにおいて凶仲足をおtく場合に、五過失・J¥J折行を導入する

ことが 『中illf.制独自の説き方なのかどうか、ー|づ即躍する必敬訪哨ると述ベている。

9 jJ司lFlt師院会 [2∞7:隔命問 によれば、この悌二聡iIn&i!Jは十七項目を挙げており、そのうち、。)fiifr 
緑J-(13) rc制IJI~探知]巣」において、いわゆる五仰心鋭や三ー|斗二部扮法といった尉IJII行者の修習すべ

きヨーヵ・の内容を僻~する、とある。 なお、 三十七菩路地は (12)r.fi糊修Jに諾iliされている。
10 J.l:可1f地B移E会 p∞7:213，札 1]によれi王、四組の三法地は、例えl:tSN.V[JY隠268勾に説かれているとして
いる。

11 SBh9>3145-316.9，cC両日E師院会p∞7:212-215]
talra catv加 Ipam甜旧同I1誕加価char叫泊四ni曲目入、riryasam剖hilλClllasan創 hil.l，l1由福1115加 m剖liSαltatJ百
∞地叫加1岨lIpatII]l1qれ唖yai)prn必剥1}'C印刷1副UTayruJ1chandasan剖 u1.ll泊四民cittarn，n1I1福m品madh酔白口1
知、骨戸り戸泊h凶戸le鉛m詞1ira戸1]1mn泌1J1S知IT議dhil.lll
同組vad綱引chan伽 悶 k自由lJ1janayati I CI四也知aS図面両地面lak幽臨めm福nsvablか.atoni伯凶
盈卸13vata}:l戸羽戸均幽言問 sal1)唱gevopanidadh凶ti， ek相言1J1sm!1i1J1 pr百四首戸tiI ~匂P 同勾防1めannan
w謝Javaω 山命13tO'tn.!SaI]1Saω niI.l回raJ)a凶釧nyagevopam但 nl同ti， ek相主1]1 SlT1!筒11 avastl語関戸ti，
臨lOOhu図金言d 也知羽初期割問明暗崎潤111叫輔副跡刷凶.yogenaI阻 tvad向 l.yanu勾tlTn

細百凶ghata戸lIl語伊陥凶mak由歯歯1池田1極極m/a戸l11ap.yω戸1Cchar叫剖1Ipaleyal:11<7.:ltりの効三味 ・心三

I~( .観三味の部分は都品)

-107一



(61) 

総伽行派における凶争11足にl測する一考察(北IU)

る。 (3)日とは、/111行をJ合てずにいる者が、後のJ正1U(1対lのを日じ、 !i{fl日することである。そのうち、

(4) 軽安とは、布。íf{.なるIJを先とする話びのことであり、宮悦であり、また飲岳心に続く怒不也法にII~す

る艇Rをi怜めることである。そのうち、 σ)憶念と広川Eであり、11:に属するjLf重の心の安定を内包す

るものである。そのうち、 (め正知とは、観に属する怒である。このうち、 σ)思惟とは、断じたことや

未た噺じていないことを観然する者にとって心作用することであり、心f閉 が:J]:.勧こ胸1目して身業と

語業を等程させる。そのうち、 (8)捨とは、過去・JJI.在・和長の:1t席議法に相当するものを行じても、心

に決汚はなく、心平等である。[彼は]この二つの要因によって諸々の脱眠が断じられることを分別して

知る。 [二つとは]すなわち、 対t_M寝麻されない思惟によって、また対~噺示されても鮒処心なこと

によってである。Lえ上が八断行である。

そ して、 脳Il~を割拠するためにこれらの八郎前のヨーガがある。そのうち、 (1) 芯w.:はまさに欲であ

り、 (2)似r)Jとは助であり、(3)信とは信であり、(4)続安、 (5)tな念、(6)j主知、σ)思甘仏削除とはカ

使である九

「剤取山 では、 Jl4fill足を欲・勤 ・心 ・観の三l床のJ織であると寸鮒な定義を示した後、和l'

足の語義解釈を後に回して、先に八断行を汗jいた解説をしている。ここでは、脳民を根絶するた

め、及び先に拶げた凶~Jìの三|床を円渦するために、/\1却討すを行じる と し、それらの一々を定義す

る。また、/¥l祈行の (1)定部;はい)欲に、(2)助ブJは (b)智雄に、 (3)信は (の 信に、(4)il~:' 

(5)憶念 ・(の 」日11'σ)思惟 ・(8)捨は (d)方便に、それぞれ対応させて、(a)意欲、 (b)掛進、

(c)信、 (d)方便の114つにづ消iしている。

1.2 『大乗荘厳経論j

陀厳節句ではかiXVIII:G'I r菩提分品J節外 54(局において、 Ilqpl'足の詳細な説明治山され
ている。まず第50-51備で凹pll.足の概要が示される。

12 SB伊 318.10ー320，16，cf.河JW師院会 p∞7:219-221.J
凶i語pra)'l机叩 la~州日1お向au p幅 削 115陥rJbhav.U1ti I戸 ・s凶II自陣川llIdgl幽 lyaωpmvart<UIIC
泊ma小iparip日J'aycωItadyatlui c1k"ll協の''k泊五cilsaJ1uicsliql枠制p日myi$y;uni，加uSayヨIltSca pra凶守宮mip<'i凶<[U1[U11
akusa.l屯泌'11 dJk"ll11lfu舟11" I ")'J，同moy;ival pmtip.'U<.$ぬhav.mayjJ1l avinydSlaprayogata I smddhu )'ii 
avmyぉtaprayogasY;1vill<U糊 U伽rc'dhi伊me$1(品以H必副Ii， a凶lisaqlpralyaydl，1 I 凶rapra釘品刈hiry;協
c111夜凶渇prasftd叩UIVaJ]lganl11l11P耐nω戸1]1 p河lil九仰ilaJ1l<Uu邸 ci'U1叩lUyJ 凶凶kiikuSa凶削napa均おya
血 謝礼Ilyasy.lpmtipr.cir品Dlii)I凶rasmrtiryeina泌kiird，na泊karJ戸 cll凶 litcl)ぬm向pak符柄h泊 P併hika/ta凶
蜘同tiaJl)'3J11Y古叩均:uui帥 将司praj泊/削倒叫同cit曲h幽凶制I，lpmh楠 m同幽1拍福内閣曲判 官
戸 ci凶凶1幽 1臥加h 鈎11alha\~pa伊泌11怯制1.1 ku戸k:uma 、'iikk:mll3 samut脳仰向 / 凶可地~
同働省星日抑制yut閃 1時 u凶pokiik'Uぬ版Dwn咽 j白iyt籾∞rat必 ciUi凶IllkleSaci陶 鈎matali刻、戸11d、制1ρp
M周五bhyJl]1pr:山T凶血11am血:ydnaJl1同 町hinauij面白jI 戸luta 叩lY.川ParOI叩片岡ana同汎~)制問rok..<;aメl
α群均ayJI il11c 'W!U pmhiiJ.=]lSkiirJ凶k1v.ultill鈎 cai卵'W!pml也.臨 UI此 am)旬。bha咽 yaJ1uSa戸samudgl創刊/
匂凶d1aJ1daSdω叫acva， yoη品同mai必1]1YIlη相 1，ya釘tddJ温sa的ddhえ)'ii∞pra幻bdJlirya白 羽11rtir戸cαi
5al]lpr司jWlyru]1yJω阿川yJc制 cyia戸nUpayal，ll 
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匝副神犯の弁別について五俗がある。

匝副神足は、賢者ずこちにとって、四種の至上の特質を有するものである。自己と他者に関わるす

べての柑長の成就に対して生じる。(xv皿 50)

すベての利益の成悦とは、 世r.:殴ひ溜1!!flilの白鴎泊と知られるべきである。 残りは~床カ型解し易い。

依り所、回止方使、成満という観点から、費者たちはE副将I足に関する確立をあらゆる点て潔肋

ている13。

まず、四回融Bi制第xvm草における四桝l足は、「声llHl山のように四つの三!床については直

接明記されていないが、第 50(局において、それら四極の三味は二乗より優れた至上の特質を持

つものであるとされている。続く、第51偽では固有11足が依り所、区別、方便、成満という点か

ら成り立つということが角鞠詰払そのうちの方便に基つ'いて、第 52偶以降/¥1附子を用いた解

説カ;1..~されている。

術提波羅蜜に依拠して、回目には四極あふまた方使も個密であり]、そして成消防可駅・あると

考えられる。(XVlll.52)

担11定波雑貨を拠り所とする区別は、四百頗ある。iiX・動・心・飢の三味の区別ゆえに、他ならぬ方便も

凶随である。}ilo!:協は六;fffil"である。

四組の方便とは何か。

第一に努力して決断せしめるもの、 第二に鯵益を本体とするもの、第三に範 Fつけるもの、第四に

対治するものである。伏V1IJ.53)

川町行のうち、 (1)f!'aI¥・(2)動力・(3)f2tとは、努力してが掛させる方便(η昔、面川温咽yd}であって、

Il MS八Bh142.11-18. cf. 長尾 [2仰・24}-244]，ii~ [2013: 19}-1刈

同dhi戸砥avi凶福ge問IlCaslokah/
fClhipadaSα凶 tviirodhirJ.早al11agr百1.1同:tl).al}/
sarvii刈lasid仙aujay湖 te抑制aSωparasyaω//XVsJ.SO

sa!"似hasidcUlirIaukiki 101<α町a句、吋i回ηra/均的E前 世間1/
n訴rnyJcca prnbhωacωupayad .1bhini巾rtcり/
vynvaslbll fCldbip!ida且al11dl証malal11slIrvnlb匂ylllc//XVlU.SI

H 六舶の成満については、直後の第54備において解説されている。

MSABh 1435ー7，cf.長尾 [20ω:248-249J，伴 [2013:195]. 

符<1吋cUlO'bhinirl由討1)Ia血11131)/
darSanasyãvav:1山syasthi伽ikñ~it.1syaω/
prnJ.lidhcr vaSitayaSωdhannapr官plcScanirh刊J:I/IXVnt.S4

六簡の成満とは何か。

見ること、移民逝蹴 嘗甑自在坊の、法の獅§である。依VUJ.S4)
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(;1があり平lilliを為そうと C欲する]ときは、努力があるからである。 (4)経安[すなわち}邸泊目のある

ことは、「長益するもの (anu銅山)である。 (5)憶念:と (6)i閣 lとは結ひ・つける いi凶I池山)防{姐

であって、iI可者によっては心を対象から月fU1-させないからであり、第二によっては離れたことをよく自

覚するからである。 (η!忍散と (8) 姶とは、亦附するものとしての方使 (priiti凶~ika) である。[ (7)忠

伽引11批判弾というこつの脳脳に対しての併附であり]、また[(8) 伽~J g抑制こ対しての対

治だからである15。

ここで、川断予をそれぞれ四随の方便に対応させて説明している。八断行のうち、 (1)立制;・

(2)動力 ・(3)信を (の 「努力して試噺せしめる方{山に、 (4)軒安を ゆ，)ffi産能するものjに、(5)

憶念と(6)正知を (c)f，結びつける方使Jに、 (7)忠悦と (8)拾を (d)fお付台するものとしての方

使Jに分類している。陀脳雷制第XV111哲にふlられる!¥I.f)市の分額は、「間if仙が (4)- (8) 

のみを方便に対応させたことと異なり、 八つ全てをJJ使に対応させ、その方便をさらに四随に分

けて解釈している九

15 MSABh 142.1ら25，cr.長尾 12∞9:245-246]， Ji1 [2013: 194-1951， 
dbyilnapam凶mi¥Srityn pl1lbhωo hiωlurvidhal，ll 
uJlllyM Cllbhinirhilmり事例l吋Ihnsωviωtiyutc11 XVIIJ， 52 

dhy:i明治nn叫 n蜘 yab抑制1必aω1肌 H凶 chat蜘 viry.に11凶n百ni'ullSa!凶nadhi凶叫allu凶同 ωlun~cD1.1cva I 
abhinirl曲n1，1 ~吋吋cD.1h l
側 urvicD.1U凶戸1，1kl削 11<'1hl
vy証明凶yikaekaSωdvifiyo・nugl1lhalmnklll)1 
naibandhikas tj1ïyæ四回turthll~prltip;向ikll~t11 XVIJ 1. 53 

a筑an[up凶 向組m生iiri耐 rpd1.1l1doポ向叫釘，I(JdhaηM説明1mbupayal) 1捌 C凶 tana神 山ino柄拘I岨I1
W積百bcDliratlUgT活叫叫 Ism凶)鈎p附加問11C.1UfXDlibar叫l眺め Id:.α1.1ciua頃L百11凶I耐弱点I1 dviuycna 
巾fuaprnj耐福11CCIaJ1a叫対頃ω戸itipa対kau〆iyJl，t1layallddl削阿拙Ic主判，1klcSa瓜111ωpmtipa刷、'all

16 r砲射制「制可分諦品j凶yavini公明)にも、八邸付7をもって凶tll)Eの説l伽唱されている。
ASBh872は82，
凶avru温d1.1l1d誼凶m時盈歯PI貰aJ曲)asarpskfufu:由11刷所S:~)Ilc plutar柳 町pmhfu)ll釧凶¥ar:iS叫urcDtak.Ti抑llcl
凶同haV)"d~yi凶 chmtdavy榊11必間出il，t 11白血1dt，utdo V)"Jy古mas列的iy.u)1 ctt.1I1血，yapunaJ，I品川畑
llil11ill<'Ull1凶泌hiyo ycni'uthibhm氾li!alp向叩叫.1V)"Jy<以:hatch凶lilV:Ullc.1 nfu削羽邦100制 il崎d戸bhIS<U11P則y<Ull
iti 1 aJ1l1glfulil(1) pmsm凶 til目)， tayd kay<応il山噌nhalu剛山 1 allpaJli凶 1<Utik，u，I SI11!lIS'Ul1pmjlulye， 
m叩凶1ゐml1附TKl)CI)lIcit!a明陥例閣伯尚L凶pmt耐 巴ω 民JlIprui吋叫aly<lIhaぬamam1 同lÏ~i凶

国 nrto{対明 cll叩mgT<J1l.11珂双山凶bhis.lIltskfu制 】yZUll 1I1仰nnalaya凶小aty，脚nvc町m耐
nint陣 地印刷hiklinimil白山捌，tac回 ill

Ydi;を初めとする/¥1折行の反1釧閣がある。また、それら川町市Jl4f¥T(Iこ巳〉苦刻される]。すなわち、 (1)

訂以・(2)動力・(3)信は、 (ゆ 努力して出析せしめるものである。そのうち、(1)ぜ欲は (2)動力の耐火

であり、また、。)(2)は (1)主撒の因となる。なぜそのように[なるのかといえは1、定加;があることに
よって、その目的を達成するために努力し、またそれは尖αなどを口受することから雌れないからであ
る。(4)経安は銚益するものである。それによって身心を似叉することとなるからである。(5)憶念と (め

正知は繋き.止めるものである。所縁を忘失することなくして、心一境に刻主させるからである。また、

もしそれが政逸すれば、順次に了知できるからである。 (η "J:I，11f~と (8) 姶はt<符合するものである。 鉱心

と持心のこつの行作は、すでに生じた悩x ，p;u詳を足感量させ、~li:ti'ttì可のない止などの倒を引き起こすか
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さらに I荘厳街制において、 三寸七割j扮法は、これらに先立つ第XJi;fr近味刷第11備
においても 「三ーH:;樋の併自の修習Jとして示され17、それらの各羽目の解説があるが、第xvm

章のような詳細な解説は省略されている。そのうち、凶ド11足は以下のような肱視が為されている。

版図を生じさせる場合、 満足することを鮒台する作'~ (=紛倒閣Iがあり、努力 ・新進を行うゐ培、

応放に、 1出t ・疑惑を対治する刊唱(=助)の修習がある。 心制~Jする ヤ唱hl)ãti) ゐ官、知予を対治

する三味の行制(=心)の修習があり、心を(ffい起こす(PI'品D1iiti)!始、術:tを対治する三昧の行相

(=舶の管制Zある。これらは順次、帥JI足における日開である]と知られるべきである泊。

ここでは、四神足それぞれに対する、 1mつの庁耐治が明示されている。対応関係を示すと以下の

通りである。

らである.

ここでは、川断行について、 (1)意欲・(2)動力・(3)(Jは、ω「初Jしてもkl街せしめるもの(柄、幅，yika)J、
(4)経9.:は、(b)f1健益するもの(an噌包1ika)J、(5)憶念と(め』国!とは、(の喋き.止めるもの(加問111凶1C1hika)J、

(乃!忍悦と (8)拾とは、 (d)r対治するもの (凶li~ka)J、と分刻されており、回妨便という結は.R.られな

いが、『硝機髭創と同僚の解釈泊鳴されている。なお、ここで、 (7)!，よ!，1tf~ ・ (8) 捨の餅説に見られる 「策心と

持心のこつの行作J(cit同JrngJ治相叫曲甜lis:ups陥rn)という獄加、 i鉱lげる町民鋒室制第 XlI.1m11(誌
の文言 C心を散防る 勺唱tll)ati)J及び仁心を15い起こす(戸叫d副)JをIf(けたものとみられる。

また、これに先立つ、 rw;;制で1;1)¥断耐え (a)労カして山首fせしめるもの(、3昔、福向)、(b)修躍するも
の (ru1噌辺1ika)、(c)繋き'JI:めるもの加問加1Clllika)、(d)紺合するもの(prJti(Xl均ika)の凶随に分けられると

する払川析行の一々がどのように対応するのかという、その限H，f，11はIVJらかにされていない。
八S73.13-16 
bhavar語均凶la1;将温1]1阿両asarr凶命fu舟11日凶メ同/泊四lC待相ulchru創 )vy.i凶叫釘拙脂伊翻凶11り
SJ1l耐5aJ111問問抑制rulaupcl頃ca/tCPl仇ara.<i¥ausan品alas叩曲面倒]1gp明 lteゆ凶州)anugrJl叫叫
au問1ivru1Clllikal)P曲~i凶回H

口 MSAXl.11，56.18-19，cr.長尾p∞7・44]
ωれ司mりSllptatriJyiSacωaMr司bhilvsnilgsflU.ll
mlI~3dvayasvabhãvo 'sau dvyan凶alJ闘t1prufi，伐 1u向 1}11 Xl. 1111 

同出府者η十八作意とは]<11>凶回目と三十七問日の行相の修習に帰属するもの、<12>二

つの道を自性とするこのもの、<13>二つの1嚇i.<14>智世するものとである。

18 MSAXI.II ad.57.17-20，cr. 長尾 [2∞7:45-48].
間 11時lpr弱肉l③kamru凶命百刷、明、。凶a叫印刷11jru13yali 1吋附仰鈎]l..<Oa卯prJti]X!ksi凶nana'ikiir.Hlhavano
F曲、が戸d山、有明narnbI凶巴凶叫叩11131]11 3l幽13明凶1帆~;kasru1叫1y..泳加出vano 凶ã ci幽 ]1
伊噌hr温li/ la戸pr.ïli戸~ikasarn油，y.ïkiirdblJãl'ano 戸崎 ciuru]1 pnmdhrui 1 Cle同凶叩113111剖岬1rddhIJX凶畑
、叫itavyJl.11
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取伽行派における闘争11足にl期する一考察(北山)

陀臓器細第氾 草第 11偽で示される所対治 l山和11足

(1)満足すること(町1阿 i) chan白1]1janayati (=紛

(2)側礼 ・賠芸(哨申幽陣Iy.l) viryarn arabhate (=鋤)

(3)全日挙 (ω剖凶y.l) cittaJl1 pragrhryati (=心)

付)伯沈 (k1ya) cit帥 pradacDlali(=ω 

2.五世失を導入する四神足解釈

2.1 r中辺分宮崎制第W章「対治修習品J
『中辺;制における四例l足の角報tは、第N章第3-5備で示される。

それ値目~J) に安住するから糊世'がある。 [j!g神則的全ての手l臓を成就せしめるものであ り、

五位失を断じる[ため吋、 八加日行に勤しむことに基づいて胞こされるJ.(Jv. 3) 

そのような、それら肋徐胎]からは述ざかり、日計台には]近づく、というあ'雌の修習において、心が

安住するから地鈎E位:iJ'あるのであって、[これが]四pll足である。〔それは]全てのflf益をl蹴Eさせる原

因であるからである。ここて安住とは、心が笈往することであり、 三|ほのことであると知られるべきで

ある。 それゆえ、[凶 lEIÐfの直後lこ[四]事!兜が L茨かれるので]あふまた、そのt揃~tはお似たを

l析じるために、川断行を修習することに基つ丸、て胞こされると]知られるべきである弐

この r111ilL1削の解説によれば、 l¥l析行は五過失を断じるための所作として角締結れている。
これ{;:1<tする安江併lて・は、先に示した「戸1lH!t!!Jの待問tに川った、心ー境性 (cillasyai陥伊山p)

19総仰IfiiJftにおける iJ，幽凶リ仏加国別ωについては、阿部 [2∞8Jに詳しい。
盟 MAVBhNa5I.I-8， Ta30.1-6. 

kllmuu，Iylltii sthites ta位百鈎円arthaniirll鈎mrdω拙yel
pa白ωd()~lIprJhãl，lä.5la鈎lJ1S陥rJsevn凶nvnyã/l1Y. 3 

ωρpωdapay古yaVII明lb陥VaI語.yfupciuぉthiteり/陥mllll，lyatii剖 V加 rddhi凶却)鎚円面白幽 mrddhil同ctlrtvdlslhitir 
aぬ cill国 hilめ 馴 創 hirv，吋ita明 り /制り sanJyak抑制負四回削 除D1i，焔1.11必 PLOtaI.lkanl111J)y.Ua 
pru1∞d符aprnh，U.la尚早い伊泊匂お剖lsk加・bhavd必n叩ydveditavya 1 

21 M̂ VTYI72.I9-173.9，PaI29.18ー1301，*. 
旬1m α|削 1Ck'l鈎Jruidhir y.lda 吋m叫Mhi伴11凶泌)rlbhiil四回'iyalll slIgallra附 '11抑制印刷1伽ゆ抑制t
ciua>yaikag，rnlfup 1 vlry桜 m1adhiryadav11明 n加bI閣nm閣1.1sataty.lprn戸頑itsp陶ticiltasyai焔卵白11/cittas<unfldhir 
戸KIapUM幽 niidhibijam頓m)'司 cittaevn cil凶pdJ函rnydll抑制"ic.的抑制iktigraJ，伽 /IIIII/Iamsammfldhir 
J町制ω伽71ll1pmvicito'nusp雨Hα伽勾引k相羽amiti/stllitir凶aci出油itih捌 幽 lirvcdi畑町 liti!凶nadI】igmlt.1J閣111
saJ]1S知山除u成1Vy.1Vl1CChc必nJ閣下 /戸凶加凶1111涌y明日 ciω均nlla!れl/a師、iimrddhi，戸油ー bhat四1I1盛?!.!.
J細 川rlkJJl"OhiiniI1即脚四1Irdt.向泌泡nurii初め lsanunah kannanva!ii kil]1pmyojru刷同kIJlu絹川¥a∞tyata a11，1， 
m0011:臨u叫 lanavぉtarn討曲 四 m生aJabltava凶nvavavcdi阻W~1 rutvayo hCll~.1 1 

そのうち、徹こl沫比意欲のカによって事'踏の修習に対して相次をもって起こる者が心-Jflt七に触れる

ときに民じる].!NJ.3刷坊i'i:進を起こす脅迫t、絶えすサ~nt子するによって心一明主に触れるときに[生じ

る]。 心ヨ~はliíjの三)床の組子によ って心のみにおいて、心を附守する者が、 ~c.，-ー境性に触れる ときに

- 102-



(66) 

飽谷大学偽教学研究室年報 23号 2019年 3月

に触れることを重要視して四神足を定義しており、「声Il.削Uの文言を簡潔に要約したような内

容となっている。これにより、安慧が 「剤刷Uを元にこの箇所の『中i2A創 を解釈したと考え

ることができる。そして、これに続いて『中辺論』の特伽守田村1足解釈である五過失 ・/¥1餅行を

問いた説示が為される。

【五過失]

[その]五過失とは何か、ということは[以下のように]言う。

(り慨怠(均教え授かったこと僅言)を定次すること、 (ili)僧沈・持蟻 (IV)心作用しないこと、

(v)心作用すること、[以日これらか宜過失であると考えられる。OV.4)

そのうち、 例備え・様挙は[まとめて]一つの師三の]i般とされている。協tと糾嘩とを鎖める時

に、 (iゆ心作用しないことい回bhisaJTlSklirn)が 関四の]過失であり、[すでに]鎮まっている時に、 (吟

心作用することらbh国別陥m)が悌五の過却である2。

[/Wrff】

それら(五泌ゆ を1m誠するために、どのように川町子治稲淀されるのか。 ω僻怠を断滅するために

は凶つの関前]がある。すなわち、 (1)意欲と (2)効力と (3)IJと(4)軽安とであり、それらはまた、

順次に[以下のように]知られるべきである。

依り所であり、依存するものであり、その因であり、また果である。(Jv.5:lb) 

(1)芯創立!foJJjJの依り所て・あり、(2)Y肋はぽ~に] 依存するものである。 (3) l:iはその{的所である意

欲の因である。 確信がある場合、願望するからである。(4)軽安はその依存するものである((OJJjJの巣であ

る。怖隼を起こす者は、勝れた三昧を吉野3するからである。

住じる]。観ヨ刷胡稀を!恩揮した者が、心{樹主に触れるときに住じる]。ここで、安伎とi叫が

剣主することであり、三味のことであると知られるべきであるといい、 三牒という語は有為の栂と区別

するためである。梢隼を起こした者には、心の地能性、 すなわち四例促があるから、それゆえ、日同正

l析の直後に闘 争11財 裂かれるのである。また、そのt紙蹴はどのような目的で、また何を原因とす

るものなのか、というゆえに、五つの辺扶を断じるために、八邸前を間野することに基づいて悔こさ

れると]知られるべきであると言う。仁基づく」とはlJR因〔の恐!t]である。

怖 n:，1切 開する MAVfは筆者が、 i槌μJ口[19刊 を再開Tした紡士があるが、その一々を誌官することは
省自首した。

22M八"'BhNa5 1.9-1 4， T.130.7-11. 
klltl町lC，̂uicad符aitymllll

kau剥yam3V'.Iviid均唱錨rprr崎 olaya uddha叫 /
制 rpslulro'伽剖I)lSkaraI)卵細d句aimcmataりIIIV.4 

latrn lay削 ddhatyamcko d明}Jkri戸le1 anabhisal)lSkaro Iayru.幽凶抑I泊 mar凶illIed叩り1abh凶 rpskarnり
院曲 削 11
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残りの凶つの断行は、 (5)憶念・(め 正知・(η 思惟・(8)捻であり、それぞれに応じて、四つの過失に

対する対治となる。それら憶念などはまた、順次に[以下のように]知られるべきである。

月織に送装しないこと、憤允・錯撃に覚知していること、それな遠ざけようと修練すること、[それ

刈寂滅されたとき平静平等に運ばれること体明耐Dとである。似制cf)

切符念とは、 月緑に迷妄しないことである。(6)正知とは、憶念して忘失しないとき、 僧沈・払略に党

知していることである。J'J:知して、それを遠ざけようと修練することが (7)思村主である。その伯沈.j1:時

請に 紋滅されたとき平静平等に泊まれることが、 (8)捨であるえ

まず、 i跡買においてJ¥l折行の均台となる五品失、すなわち (i)僻怠(kallsidy.J)、 (ii)教え使かっ

たことを忘失すること (a明lãnasya蜘m叩)、 (iii) 憎沈.~陣(Ia抑制13ゅ)、 (iゆ心作用しないこ

と(捌帥加)、(ゆ心作用すること匂刷伽)を示した後、川斬行が一々列挙され桝説される。

ここでは、百過失にJ¥l附子の各々を対応させており、 表に示すと以下のよう になるお。

< r中辺論iJにおける五過失 ・八断行の対応関係〉
五過失 八断行

(1 )芯倣 (chanda)

(2)動力 (vy:iYdma)

(i)僻怠(kallsidya)
(3)信匂百ddJ品)

(4)軽安ら町abdJmya)

(i i) 忘失 (sal]m~) (5)悦:(smrti) 

(iii)惜枕 ・悼挙(Ia戸KldJ凶ya) (の正知(鈎]1阿j加ya)

(iv)不作(細帥加) (η 思悦(蜘泌)

(吟 作(鈎]"Iskara) (8)捨(1I凶頃)

23M八.VBhNa5 1.I 5-52.9， T.130.l1-22 
ゆ ]1 pmhfU)ii)'l1 katillun 噸all pr司愉凶ar]1Sk踊 η-aVdStllap)'lU1t.C / ωt.vãrnI~ kallSid)'llpl叫抱負"
∞hlUldavyiiy;unas刷dJlapr，相百凶Jmyastc似marydll叫munarpV(刈itaηr;~.I /

ã.~rayo 'Ih磁lilast:l'>)'3 ninUUal]l phaJam cvaω/1Y.Sab 
Ïl~rlIyIL~ c1umdo V)'liyiunωya/滋吋tovy吉凶nぉ凶syi自主i)'l路〉屯1cchandas)'ll lIimittal]l smddJta刻 11prat)'llyesaty 
abhi~1弱t/ ULS同SriULS)'l1vy;iydmasya phal:U]l prasmbdllir am凶 mvil')'l1S:抑制nadhi地柄小i伊I凶t/ s侍芯 αIlvfu<~.1
prahar凶:U11Sk副 .1srnltrs.'U]1p町any日出加句d両 αtlm)I1I]1dCXilIl.lfu]1 )'lltllasa1]lkh)'lU]1 pmlil刈ギ凶 Ic仰叫
羽n!1y制ayovcditavyJ予叫泌kramaJ]1/

ìlJamb:u問、1l]111l0~Jayauddhatyiln凶川ddbyana/
hldsI前，yilbh同町田kaml.1Slint.au pr:山!bavllhililIIIV，公dcf

部H仰rillambanc 'S:1111pran時a~ 錨11P吋加戸時1 SlII!1岡町開問符csau layauddlmlyanubodhul.1 / lU1UblldJl)'l1 
hldapagulIlllyabhi'illl1ri陥raS伺ana/m明 layall叫 tal)'l岬明蜘 tausat凶1]1pmsathavilhilil cit回;YOPeI頃/

目表の作成には長厄 [2∞9:247-248]を参照した。
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さらに、この五過失に関して安慧は具体的な説朋を加えている。まず、(り「僻怠」は、加行す

る場合に、僻怠があると加行が滞ってしまうため過失とされる。続いて、心が集中しなくなるた

め、 (ii)r:教え授かったこと(霊摺)を忘失すること」が過失とされる。さらに、 (iii)円骨沈と判時」

とは、心が集中している者にとってそれらが生じていることで、，(，J甚自Etl:を失うから過失とされ

る。そして、惜沈・悼挙がまだ鎮まっていない払官に、それらを鎖めようとせずに、自ら (iv)r心
作用しないことJが過失である。一方、村批仁 ・やii設さがすでに釦まっている場合に、それらから離

れることなく (v)r心作用することJも過失とされる。すなわち惜沈 ・紳草から離れることで、
心平等が得られるから、それを妨げるものとして過失である、とされている汽

結論

以上、検伽行派の凹神足鰐釈に関する、話苅猷のReiiliを比較挽有した。その得られた結果を終

型すれば以下の通りである。

まず、「声nfilt!U;及び向調録音晶』において、川析行を方便に基づいてそれぞれを対応させ

る形で解釈するが、その分類に明らかな貯収の相逃が見られる。さらに、「間制地リにおいて

当 MAVfYI73.10-23，PaI309-17.
leca P3I1凶桶navijila:戸nl3Ì1y鉱物押印'II ~alamencoì四ぬ刷物Iplτ蜘均四山色
kausuh'llmav宮崎dasvasammoso lava udbhatal. try. 4旧b

iti、強制)/achi剖&扇町制h 阻回h刊 l比四国l畑、ckodooah I .... riva!!! iti fXUllCCI bhl1l酬 'I/Iarra kalls吟四，/1
附郁馳do.$as畑中旬噸I/ IIG糾d均抑制翻 nunoso僻lSIcna ciu四 n剖歯謝帥 /san泌1問也
Ia戸1IC凶131)'3J11 d句as lena cit凶也羽田明Ia 'bha泡 国世山由ms陥ro Iavau(凶凶澗苫滋aman池辺cぬsah.
四回M邸削泊ロ呼域事え勾r'ilal幼句伽曲目四llII/ablu.'即時制J限必nl:ll.L改耳目耐、制蹴 /a凶isamsl也話回a語，
Iaym幽 131yavigarr副 dhi盟凶匂今IalvaI伊説1lI，，'UllnYI町制c/

そして、それらの五つの過失はまだ知られていない。それゆえに[次のように]1#1う。[その]五つの過

失は何か。ということはそれを顕示するために、

。燃怠 (ii)教え掛ったことを忘失すること、 削 f蹴 ・事除 (1V，4ab)

云々 と言う。実に、それら(;jJ，つの迎たとなってしまうから[次のように]言う。そのうち、 。ω筒先・
持撃は [まとめて]一つの悌三の]泌たとされている、ということで五つ [の過対となる。そのう

ち、。)倫憶とはJJI附するときにおける過失である。それによってJJII行しないこととなるからである。動

修するものが、 (u)教え綬かったことを忘失することが過火である。それによって心が集中しなくなる

からである。集中した者にとって、 (iu)↑j}i')仁とJ収作とが過失である。それによって心が制定住を失うか

らである。f枇とJ枠とを鎖めるときに (iv)心作用を伺コないことが、四四の]過失であり、心作mし
ないことは、治である。それによってそのニつ(悩~ . þ:時3 が主rlまらないからである。[すでに] 静ま

っているときに 帥心作用することが間五の]過失である。品作用することが3過失となる。心作用
とは思俄であり、実に僑沈 ・ 持挙から隠仇ることによって、 >11.等性を1~ることとなるから、鎮まると言

われる.
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「随眠を根絶するため」という漠然と した煩悩断滅を目的としている文脈は見られるが、八断

行の各々が使rrじる、具体的な対象(=所柿台)を示すことはない。

『中辺剃では、それらとは興なった特徴的な四MI刷 棚が見られる。『中辺誠iJは、/¥1祈

行によって断じる対象、すなわち所対治と して、五位失とし、う事政:を導入し、対治・所対治の

|刻係をJ蹴している。 一方、 『中辺i制との密接な|刻係が知られる陥蔽縮制では、第:xvm

詰においては備領・也事期尺ともに、低紺I"Jな八断行との関係のみで四神足を説明している。 し

かし、それに先立つ第泊草第 11{ぬでは、出議!/}fRにおいて、帥11足の直樹守な所対治が明示さ

れてし、る。このことは、出版、 r:t:側首危1第沼22第 11備で扱われる三イ七菩紡地とい

うテーマに対して注釈を施す隙に、四担11足の項目について、 r~I:'遇制 第 IV 章第3-5 備の~~

響を受けたものと考えられよう。

しかしながら、昨日制訴前LJ第XJ章第 11備では、 『中i諸制でいわれる 「五品失Jという言

葉そのものをm~、ることはなく 、 問j苦悩革命』 が四神足の直接的な所対治であるのに対して、

『中込?細の五過失はあくまで/¥1折行の所対治と して明示されている点で異なる。

それらの対応|呉服を示すと以下の通りである。

同士}i断務仰で示されるく所対治> 『中辺5削 における五過失

(1 )満足すること (凶lltll!iti) (i)慨怠

。)H姐レ 庇惑 い~幽1出lya) (ii)教え授かったことの忘失

(3) t!I略 (allc凶k1ty百)
(iii)樹i¥::.持1挙

(4) 1由it(lay司)

j';tJ芯なし
(iv)心作用しないこと

(v) IL作用すること

略号・一次資料

AS Abhidharmω・'CImllccaya (Asanga)， ed. by V. V. Go凶ale，Fragments tvm the 

ペbhidhamlasallllw勾 lCl0/ ASG/iga， Jouma1 ofthe Poya1 Asi山 S∞le以Bombay，N.S.23，1947.
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salllIlCC.のIClbh匂1Cl1!1，Tibetian S加 skritWo向 Seriesvo1. 17， KぉhiPrasad Ja戸swalR即応h

lt芯titute，Patna， 1976. 
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BBh 

BBhD Yogacarablllimall政χUlIsattvabh，imi例ai回y司)，吋.by Nalinaksha Duu， sodh仰が1切bl1/imi，
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MAVBh 

Na A伽均耐lavibh匂'abh匂匂(Vasu凶ndhu)，ed. by白djinNa伊0，Madhyamavibhagablta'fJ t1， 鈴

木ギ術財団防4.

Ta Madhyal1lavibhagabh匂沼 (Vasubandhu)，叫 byNathrna1 Tatia & Anan凶alη叫町，

Madl別最llavibh々gabh匂匂，K. P. Jayaswal RJ岱関代hInstitute， Patna， 1%7. 

MAVT 

8h・T Madhyall1avibltaga{ika (S出irarnati)，00. by Vidh凶hekh1四 8haltacharya& Giuseppe Tu凶，

Madhyanlavibhagaslitrabha>J1Q!ika of Slltiramati: Being a SlIbωmlllentωyon陥如何ndJlIIj' 

Bh匂匂onIhe Madhyal1lavibhag，仰 'ilraof Mait，勾初lalhaPt. 1， Luzac & Co.， Lond∞，1932. 

Y Madl1)ゆ11m必haga{ika(S出If'"dfllati)，凶.by Susurnu Yamaguchi MadJl)ral11avibhaga州ii，破趨

間1934，repr.鈴木苧術開宣，19“-
MSA 柏崎lOllQS1ilralQ/nkarakarika例ai田ya)，蹴 MSABh.

MSABh AゐflO)ranaslIlralal!l，必irabl向。(vぉubandhu)，ed. by Sy1vain Levi， J地hO)lOllO-SLItralQ/!lkara

ト10noreOlaIllpion， Paris， 1907. 

MSAT MahÕ)rãnasütrãlQ/!lkiir~爪ii，D4029， P5530. 

Mvy ル1ahiiVJ'l仰 向i，r輝恕蜘四訳時姐駅名誕大Wj，鈴木材I財団，ゆ61.
SAVBh SlIo・"Olamkal即 '!11ibhii$)'O，04034， P5531. 

S8伊 Sravakabh伽li，OO.bySh叫<la，Kanmesha， $ravakablllimi of AcalJraバsQJiga，Patna， 1973. C仁声

岡地日移E会 [200η.

『十誠意足5制 附 毘達磨法磁足制玄綜凡η6，No. 1537. 
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